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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 3 4 1 1 0 1
5 0 0 0 6 12 2 2 3 2 6 8 0 1 0 0
10 * 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2 0 1 0 1
13 0 0 1 1 2 0 0 2 0 5 5 1 4 1 0
14 0 5 10 2 5 0 0 2 2 2 4 1 2 0 1
20 0 0 1 2 5 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 4 1 1
23 * 0 0 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2
27 0 0 0 4 9 2 2 0 2 9 11 2 0 0 0
29 * 1 2 0 0 0 0 0 0 1 1 1 4 1 0
32 0 0 0 4 10 1 2 2 3 4 7 1 0 0 0
34 * 0 0 2 5 4 4 0 3 2 5 0 0 1 0
52 0 0 0 3 3 0 0 1 2 0 2 1 1 0 0
56 0 0 1 3 5 0 0 2 0 0 0 1 1 0 0
74 * 4 7 1 3 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 3 0 0
1 * 0 3 0 3 0 0 0 0 2 2 3 2 0 1
4 0 3 7 0 1 2 2 0 3 0 3 1 0 0 0
5 0 0 3 0 0 0 0 2 0 3 3 1 0 0 0
12 * 0 2 2 6 1 2 0 0 1 1 0 3 1 0
15 0 0 0 2 8 1 4 2 0 1 1 0 0 0 1
20 * 0 0 0 5 0 0 0 1 6 7 0 0 0 0
21 * 2 5 3 6 0 0 2 2 2 4 2 0 1 2
23 0 0 1 0 1 0 0 1 2 0 2 0 0 0 0
45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 0 2 8 0 1 0 0 0 2 1 3 1 0 0 0
77 0 0 1 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
88 * 0 0 7 14 0 0 3 2 3 5 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 5 6 0
7 30 15 49 4 8 11 12 21 33 9 8 4 4

22
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牧谷 朋紀 12 25

井福 普太郎 0

0 8

中島 智紀 2 17

伊藤 博暢 0 1
松田 和樹

19

大原 俊祐 0 10
堤 昂大 5 15

13

篠原 敏希 0 11
木下 真吾 0 24
岩田 海斗 11

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN
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原之村 光貴

大阪経済大学

主審 武内　克行 副審 甲木　善徳

勝ち点3
コ ー ト

戦評
【総括】
リーグ戦9日目第2試合は、ここまで8戦全勝の関西学院大学と3勝5敗の大阪経済大学の対戦。リーグ戦1週目を全勝し
て勝ち抜けたい関学大は、第1ピリオドから面白いように3Pシュートが決まり、一気に点差をつける。早々に追いかける
展開となった大経大は必死に点差を縮めようと試みるが、流れに乗る関学大を前になかなか思うようにいかない。結局
最後までしっかりとディフェンスをやり抜いた関学大が、序盤のリードをさらに広げる形で勝利。102‐55の大差をつけて
リーグ戦1週目の一位通過を決めた。
【第1ピリオド】
両チーム共マンツーマンディフェンスでのスタートとなったが、まず序盤に流れを掴んだのは関学大だった。#10松原や
#74中野の連続3Pシュートでいきなり波に乗り一気に得点を重ねる。大経大も必死に攻めるが、関学大の堅いディフェ
ンスの前になかなか得点することが出来ない。点差をつけられた大経大はたまらずタイムアウトをとり、ディフェンスを2ー
3ゾーンに切り替えて反撃を試みるも、関学大の連続3Pシュートを止めることが出来なかった。大経大は♯88戸部を中
心に攻めるが全く差が縮まらず、第1ピリオドは35－11で関学大が大きくリードして終了。結局関学大はこのピリオドだけ
で9本もの3Pシュートを沈めた。
【第2ピリオド】
第2ピリオドも第1ピリオドと変わらず関学大のペースでゲームは進んだ。関学大は多彩な攻めから次々に得点を重ね、
リードを拡げていく。対する大経大はアウトサイドシュートを中心に果敢に攻めるが、関学大の激しいディフェンスを攻略
できず、思うように点差を詰めることが出来ない。タイムアウトを取った大経大はその後、#4岩田や#12堤を中心に攻める
も、それ以上に関学大の勢いがとまらず差は広がり続け、第2ピリオドが終了。61－22と関学大がリードを広げて前半を
折り返した。
【第3ピリオド】
大経大は開始早々#21牧谷の3Pシュートで勢いづくと#88戸部が連続して得点を重ね、徐々に差を縮め始める。関学大
はアウトサイドシュートを中心に攻めていくが中々点をきめることが出来ない。その後は関学大が#5梶井のインサイド
シュート、大経大は♯56近石の3Pシュートで得点していくが、両者のディフェンスが一層激しさを増し、思うように点数が
伸びず一進一退の攻防が続く展開となり、そのまま第3ピリオドが終了。77－41で最終第4ピリオドを迎える事となった。
【第4ピリオド】
第3ピリオド同様激しいディフェンスが続き、序盤は両チーム共得点が伸び悩む展開となった。しかし大経大のミスが続
くと、関学大の#27雑崎が連続得点をし、関学大が勢いづく。対する大経大は#21牧谷のミドルシュートと#4岩田の3P
シュート等で反撃するも、関学大の激しいディフェンスにミスが続き、差はさらに広がった。関学大は最後まで手をゆるこ
となく、さらに点差が開いた所で試合終了。最終スコアは102‐55で関学大の圧倒的勝利となった。
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戦評 小川・石野（関西大）
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会　　場 大阪体育大学(第6体育館)

関西学院大学

横澤 拓海 4

男子 １部リーグ戦
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記録 関西学生バスケットボール連盟

10
梶井 翔太 14 18

RATE

２Ｐ

開始時間

関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

堤 大喜 0

55

敗チーム

7

19

３Ｐ ２Ｐ

14

2

3
雑崎 遼 10

吉岡 力良 9
池嶋 一輝 8

102

0

松原 寿樹

中野 司

5 5

高山 寛史 19 27
14

17
5

17

11

16
12
10

12

宍戸 亮 6
廣田 泰規

八角 亮

6

松田 健太

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
23.3% 30.6%RATE

鳥 和成 -

50.0%

Team / Coach:

合　　　計
45.8% 47.6% 90.0%

大阪経済大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

田中 将己 5

14

３Ｐ

綾部 有


